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行年鑑』 3、 4、 5回（1925～27年）である。（ちなみに、 1、 2回の書籍名は『東洋経








































































銀行数 441 80 89 63
自己資本利潤率
6.45％ 7.74％ 5.10％ 8.42％
7.75％ 8.39％ 7.66％ 8.86％
総資産利潤率
1.39％ 1.47％ 1.28％ 1.37％
1.39％ 1.59％ 1.45％ 1.34％
貸出収益率
11.22％ 13.12％ 11.28％ 10.14％
12.25％ 13.56％ 12.72％ 11.31％
預貸率
173.72％ 229.94％ 122.34％ 102.14％
110.20％ 103.37％ 106.91％ 83.93％
有価証券比率
14.00％ 17.87％ 16.84％ 22.66％
11.03％ 17.37％ 14.64％ 23.56％
（b）1923
払込資本金（万円） 300未満 300～500500～10001000以上
銀行数 151 24 25 22
自己資本利潤率
4.94％ 5.73％ 6.11％ 7.19％
6.84％ 7.32％ 6.54％ 7.10％
総資産利潤率
1.18％ 1.40％ 1.17％ 1.23％
1.24％ 1.52％ 1.19％ 1.19％
貸出収益率
10.49％ 12.54％ 10.64％ 10.29％
12.02％ 13.16％ 12.72％ 11.73％
預貸率
145.16％ 198.24％ 129.94％ 105.16％
111.87％ 119.13％ 108.68％ 91.87％
有価証券比率
13.19％ 17.31％ 16.60％ 21.52％
10.25％ 16.59％ 14.14％ 22.18％
（c）1924
払込資本金（万円） 300未満 300～500500～10001000以上
銀行数 144 28 30 20
自己資本利潤率
4.50％ 6.82％ 0.34％ 7.71％
6.04％ 7.77％ 6.83％ 7.34％
総資産利潤率
1.05％ 1.39％ 0.98％ 1.29％
1.12％ 1.52％ 1.23％ 1.17％
貸出収益率
11.42％ 13.50％ 11.04％ 10.32％
12.33％ 13.51％ 12.77％ 11.84％
預貸率
149.60％ 238.04％ 120.29％ 99.90％
110.96％ 100.13％ 103.96％ 81.85％
有価証券比率
13.95％ 17.43％ 17.60％ 22.30％
12.34％ 15.22％ 15.52％ 24.30％
（d）1925
払込資本金（万円） 300未満 300～500500～10001000以上
銀行数 146 28 34 21
自己資本利潤率
10.02％ 10.39％ 8.55％ 10.39％
10.05％ 10.69％ 9.98％ 10.20％
総資産利潤率
1.96％ 1.62％ 1.71％ 1.60％
1.77％ 1.63％ 1.88％ 1.38％
貸出収益率
11.78％ 13.24％ 11.96％ 9.81％
12.25％ 13.58％ 12.80％ 10.73％
預貸率
228.17％ 249.03％ 118.56％ 101.10％
104.45％ 95.33％ 103.43％ 79.78％
有価証券比率
14.91％ 18.79％ 16.35％ 24.19％
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表 2、表 3、表 4の各指標（r1～r22）の値は、年によって推移があり、少しずつ変化
しているが、多重比較検定の結果は、各年においてほぼ同様の傾向を示している。特に、
1924年と1925年の検定結果は非常によく似ている。1923年～1925年において、規模別分類
間で有意であったものは、経費・預金比率（r4）、経常支出・預金比率（r6）、貸出有価証
券比率（r9）、預貸率（r12）、預貸証率（r13）、預金・自己資本比率（r17）、割引手形比
率（r19）、準備率（r20）、有価証券比率（r22）である。つまり、払込資本金1000万円以
上の銀行（規模別分類A）は、預金に対する経費が小さく（r4）、経常支出も小さい（r6）
。また預貸率（r12）が低く、自己資本に対する預金の比率が高く（r17）、割引手形比率
と有価証券比率も高い（r19、r22）。1925年のこのような産業構造が、1923年と1924年で
も確認することができた。1925年のデータに、1923年と1924年のデータを追加したことに
よって、武井・寺西（2018）の研究を精緻化することができたと考えられる。また、武井・
寺西（2018）の表2～表5についても、おおむね同様の結果が得られたが、これらについ
ては別稿で示したい。
今後の研究課題として、まず、 3年分のデータがあるので、データ数の制約はあるが、
各指標（r1～r22）の経年変化を考察することが考えられる。
また、今回の分析や武井・寺西（2018）では、従来の研究結果や経済的論理（経済理論）
から、規模別分類等を設定して分析した。これらの分類に関する仮定は十分な根拠がある
が、近年、非常に発展している分類に関する統計手法を用いて、分類に関する仮定の再確
認もおこなうことも興味深いと思われる。これらの課題については、今後の研究課題とし
たい。
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